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県
、
宗
像
市
、
福
津
市
な

ど
で
組
織
す
る
「
宗
像
・
沖

ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界

遺
産
推
進
会
議
が
３
月
24

日
、
文
化
庁
に
推
薦
書
（
素

案
）
と
包
括
的
保
存
管
理
計

画
（
素
案
）
を
提
出
し
ま
し

た
。

　
両
素
案
の
文
化
庁
へ
の
提

出
は
、
昨
年
４
月
に
続
き
２

回
目
。
昨
年
提
出
時
に
指
摘

完成した推薦書案などを有松郁子文化庁次長（右）に手渡しました
（左から、谷井博美市長、江口勝福岡県企画地域振興部長）

「
神
宿
る
島
」

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群

名
称
を
変
更
し
文
化
庁
に
提
出

第76回

ふるさとから

世界遺産を!

「神宿る島」「神宿る島」

連
遺
産
群

宗像 ･ 沖ノ島と関宗像 ･ 沖ノ島と関
連
遺
産
群

さ
れ
た
事
項
を
含
め
、
考
古

学
な
ど
の
専
門
家
と
共
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
検
討
を

重
ね
、
完
成
度
を
高
め
た
も

の
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
素
案
で
は
、
推
薦

遺
産
の
名
称
を
こ
れ
ま
で
の

「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺

産
群
」
か
ら
、『「
神
宿
る
島
」

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産

群
』
へ
変
更
。
こ
れ
は
、
資

産
の
名
称
は
資
産
価
値
を
端

的
に
表
す
こ
と
が
前
提
で
、

議
論
の
結
果
、
１
月
19
日
の

専
門
家
会
議
で
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、
３
月
１
日
の
世
界

遺
産
推
進
会
議
で
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
沖
ノ
島
で
の
祭
祀
（
さ
い

し
）
が
、
宗
像
三
女
神
信
仰

へ
と
今
に
続
い
て
い
る
こ
と

に
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
ま
た
、
宗
像
の
海
の
民

が
沖
ノ
島
を
崇
拝
し
て
き
た

こ
と
に
大
切
な
要
素
が
あ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
名
称
に

「
神
宿
る
島
」
が
加
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
年
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
政

　
河
東
西
小
学
校
で
３
月
２

日
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

授
業
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

市
、
福
岡
教
育
大
学
、
福
津

市
教
育
委
員
会
の
共
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
実
践
的
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
）
活
用
」

で
の
教
員
研
修
の
一
環
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
開
い
て

く
だ
さ
い
。
同
じ
仲
間
に
分

け
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

先
生
の
問
い
掛
け
に
、
子
ど

も
た
ち
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
表

示
さ
れ
た
図
形
を
思
い
思
い

に
動
か
し
ま
す
。こ
の
日
は
、

５
年
生
の
立
体
の
単
元
で
、

円
柱
や
三
角
柱
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
体
の
特
徴
を
知
る

授
業
で
し
た
。

　「
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
子
ど
も
た
ち
の
理
解
が

電子黒板とタブレットを使いながらの授業

府
推
薦
を
希
望
し
た
の
は
、

本
遺
産
を
含
め
、「
北
海
道
・

北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文

遺
跡
群
」「
金
を
中
心
と
す

る
佐
渡
鉱
山
の
遺
跡
群
」「
百

舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
４

件
で
す
。
文
化
庁
は
、
７
月

ご
ろ
、
今
年
推
薦
す
る
遺
産

を
決
定
す
る
予
定
で
す
。
そ

の
後
、
９
月
ご
ろ
、
政
府
推

薦
が
決
定
。
平
成
28
年
２
月

に
政
府
が
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

☎
（
62
）
２
６
１
７

（青）
C＝100
M＝51
Y＝1
K＝30

（黄）
C＝0
M＝11
Y＝100
K＝0

と
し
ょ
か
ん
へ

　
　
　行
こ
う

と
し
ょ
か
ん
へ

　
　
　行
こ
う

宗像市民図書館

●場所　メイトム宗像・102会議室
●講師　市職員
●対象　ボランティア未経験か経験
が１年未満の人で、全２回出席で
きる人
●定員　抽選で10人程度
●申込締切日　5月15日（金）
●申込必要事項　①住所②氏名
　③電話番号

今年の標語は
「本は キラキラ 万華鏡」

４月23日（木）～5月12日（火）
は「こどもの読書週間」

　「子どもたちにもっと本を！」との願いから、「こどもの読書週間」は1959
年（昭和34年）に始まりました。もともとは、5月5日の「こどもの日」を
中心とした２週間でしたが、2000年から、今の４月23日（世界本の日・子ど
も読書の日）～5月12日になりました。
　小さいときから本を読む楽しさを知っていることは、子どもが大きくなる
ためにとても大切なことです。「こどもの読書週間」は、図書館や各書店、学
校などで、読み聞かせや
人形劇などの楽しい行事
がたくさん開催されます。
また、大人が、本を子ど
もに手渡す週間でもある
のです。
　市民図書館でも、この
期間に「おはなし会スペ
シャル」を４月28日（火）
11:00から、えほんのへ
やで開催します。ぜひ参
加してください。

　市民図書館では、絵本の「読み聞かせ」ボランティアに関心のある人のた
めの講座を開催します。「読み聞かせ」ボランティアをしてみたい人、どのよ
うな絵本を選べばよいのか迷っている人にお勧めです。参加無料。
●日時・内容　下表参照

大人も子どもも楽しめます（昨年のおはなし会の様子）

初心者のための「読み聞かせ」講座

●申込先　宗像ユリックス図書館
▽ハガキ＝〒811-3437／久原400
▽ FAX（37）2956
▽メール tosyo＠ci ty.munakata.
fukuoka.jp
＊市民図書館各窓口でも申込可

■問い合わせ先
　市民図書館　☎（34）2263

タ
ブ
レ
ッ
ト
っ
て

楽
し
い
ね
！

進
み
ま
す
」
と
縄
田
浩
美
先

生
。子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
授
業
は
楽

し
い
」「
も
っ
と
使
い
た
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の

研
究
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
河

東
西
小
学
校
と
日
の
里
中
学

校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
そ

れ
ぞ
れ
50
台
配
備
し
、
授
業

で
効
果
的
に
使
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
研
究
を
実
践
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
政
策
課

☎
（
36
）
５
０
９
９回 日　程 内　容

1
5月25日（月）
10：00～12：00

「読み聞かせ」ってなあに？

2
6月8日（月）
10：00～12：00

実習「読み聞かせをやってみよう」他


